
 

2026年 7月 17日 

Press Release 

楽天証券株式会社 

 

業界最多！楽天証券NISA、口座数800万口座突破のお知らせ 
- 過去最短の約6カ月で100万口座増。800万口座記念キャンペーンを実施！ - 

 

 楽天証券株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：楠  雄治、以下「楽天証券」）は、 

2026 年 7 月に、NISA の口座数が業界最多※1の 800 万口座を突破したことをお知らせします。2026 年

1 月に 700 万口座に到達してから、過去最短の約 6 カ月で 100 万口座増となりました。また、NISA 口

座数 800万突破を記念して、楽天証券公式 Xアカウントにて、抽選で最大 200名様に 1,000円分のデジ

タルギフト券があたるキャンペーンを実施することをあわせてお知らせします。 

 

 

楽天証券は、1999 年に日本で初めてオンライン専業の証券会社としてサービスを開始して以来、 

“すべての人々のために”をモットーに、社員一同、サービスの拡充に努めております。 

 

老後資金への興味・関心をきっかけに、NISA制度を活用した資産づくりに注目が高まるなか、国内証

券単体（開示ベース）で最多の口座数※2 を有する楽天証券は、低コストで安心・安全に資産づくりがで

きるサービス・商品の拡充に取り組んでいます。特に、業界で初めて※3、100円以上 1円単位で金額を指

定して国内株式の取引が可能な「かぶピタッ🄬」や、保有資産や配当・分配・利金の確認や管理がわかり

やすいスマートフォン向け資産づくりアプリ「iGrow🄬」の提供など、NISA で利用できる商品・サービ

スを提供し、これまで以上に、資産づくりを“はじめる”だけでなく、“つづける”までを一貫できる環

境を整えています。 

 

その結果、楽天証券のNISA は、幅広い世代のお客様にご活用いただくだけでなく、「2026年 オリコ



ン顧客満足度🄬調査 NISA 証券会社」ランキングにおいて、調査開始以来 3 年連続総合 1 位を受賞する

など、外部評価機関からも高い評価をいただいています。 

 

これまでの楽天証券の取組みなどの結果、多くの方に楽天証券をお選びいただき、このたび、NISA口

座数が業界最多※1となる 800 万口座超にまで拡大しました。今回の 800 万口座突破を記念して、本日、

2026年 7月 17日（金）から同年 7月 31日（金）までの期間、抽選で 1,000円分のデジタルギフト券が

もらえるキャンペーンを実施します。楽天証券公式 X アカウントをフォローし、対象の投稿をリポスト

のうえ、コメントした方が対象です。詳細は楽天証券公式 Xアカウントをご覧ください。 

https://r10.to/hgiJ9X 

 

このたびの NISA 口座数 800 万口座突破は、将来の資産づくりに楽天証券を選んでいただいた多くの

お客様からのご支援の賜物と考えております。楽天証券は今後も、「資産づくりの伴走者」として、お客

様の Financial Well-Beingを最大化するべく、これから資産形成を始める投資初心者の方に「はじめる」

きっかけだけでなく、永く資産形成を「つづける」環境の提供を通じて、幅広いお客様のニーズにお応え

し、お客様に「永く付き合いたい証券会社」として選んでいただけるよう努めてまいります。 

 

 

■「NISA800万口座達成記念！楽天証券NISAの輪を広げようキャンペーン」 概要 

キャンペーン内容 本キャンペーンの条件を満たした方の中から抽選で最大 200 名様に、1,000 円分

のデジタルギフト券（「giftee Box Select」）を進呈 

*当選人数は、対象投稿のコメント数に応じて決定 

キャンペーン期間 2026年 7月 17日（金）～同年 7月 31日（金） 

対象者 キャンペーン期間内に、楽天証券公式 Xアカウント（@RakutenSec）をフォロー

し、対象の投稿をリポストのうえ、コメントした方 

特典内容 1,000円分のデジタルギフト券（「giftee Box Select」） 

特典進呈時期 2026年 8月末（予定） 

URL https://r10.to/hgiJ9X 

（注）キャンペーンの内容は、事前の予告なく変更になる場合がありますので、予めご了承ください。 

   そのほか、キャンペーンの条件やご注意事項などの詳細は、楽天証券公式 X の対象投稿をご覧く

ださい。 

 

※1：金融庁「NISA口座の利用状況調査（2025年 12月末時点（速報値））」および各社ウェブサイト上

での開示情報により、楽天証券にて集計 

※2：各社ウェブサイト上での開示情報により、楽天証券にて集計。SBI証券は単独口座数非開示のため

2021 年 3 月末時点の口座数、野村證券および大和証券は残あり顧客口座数、SMBC 日興証券は総

合口座数 

※3：主要ネット証券（口座数上位 5位：SBI証券、松井証券、マネックス証券、三菱UFJ eスマート証

券、楽天証券（五十音順））で比較（2026年 7月 17日現在、楽天証券調べ） 

https://r10.to/hgiJ9X
https://r10.to/hgiJ9X


 

 

以 上 

 

 

【手数料等およびリスクの説明について】 

楽天証券の取扱商品等にご投資いただく際には、各商品等に所定の手数料や諸経費等をご負担いただく

場合があります。また、各商品等には価格の変動等による損失を生じるおそれがあります。各商品等への

ご投資にかかる手数料等およびリスクについては、楽天証券ホームページの「投資にかかる手数料等およ

びリスク」ページに記載されている内容や契約締結前交付書面等をよくお読みになり、内容について十分

にご理解ください。 

 

商号等：楽天証券株式会社 （楽天証券ウェブサイト） 

金融商品取引業者：関東財務局長（金商）第 195号、商品先物取引業者 

貸金業登録番号：東京都知事（1）32007号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会 

     一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人資産運用業協会 

          日本貸金業協会会員 第 006365号 

 

https://www.rakuten-sec.co.jp/

